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『コ ン ス タ ンテ ィノス一 代 記 』 お よび
『メ トデ ィオ ス一 代記 』 に引 用 され た
詩 篇 の語 句 につ い て
一 『レオの聖書』との比較を通して一
岩 井 憲 幸
1ス ラヴ人へ のキ リス ト教 の偉大 な伝道者 である コンス タ ソティ ノスとメ
トデ ィオス兄弟 の事蹟 を議 した それ ぞれ の一代記 中には,し ぼ しぽ聖書の引
用が見 られ る。本稿は,旧 約聖書の詩篇 の引用に的を しぼ って,最 近 ファク
シ ミリ版が出版 されたrレ オの聖書』中の詩篇 との比較を こころみ,つ いで
多少な りとも考察を加えん とす るものであ る。
2ビ ュザ ソテ ィオ ソの二 人の伝道 者の伝 記は,そ れぞれ 『コソス タソテ ィ
ノス一代記』(以 下VCと 略称)お よびrメ トデ ィオス一 代記』(以 下VM
と略称)と 称 され る。VCは コンス タンティ ノスの残(869年)後 ほ ぼ10年
の後に スラ ヴ系 の弟子た ちによって書かれ た とされ る。VMは メ トデ ィオ ス
の残(885年)後,887年 まで の間V'ス ラヴ系 の弟子た ちに よって書かれた と
い う。 異説 があ るが,Vaillantに 従 えば,VC,VMと もには じめギ リシア
語 で書 かれ,の ち古代教 会ス ラヴ語に翻訳 された。 しか しなが ら,と もに原
本は伝存せ ず,VCは15世 紀 以後 の,VMは12世 紀以後 のいわ ゆ るslavon
に よる写本 が現存 す るだけであ る。
3862年,モ ラヴィア侯 ロス ティス ラフは,東 ローマ 皇帝 ミカエル皿世に
書簡を送 り,真 の伝道者 の派遣を要請 した。 これ に答 えて,皇 帝 は コソス タ
ソテ ィ ノス とメ トデ ィオ ス兄弟の派遣を決め,二 人は,お そ らく863年 春 モ
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ラヴ ィアへ と出立す る。二人 はモ ラヴィアに40か 月 とど ま り,詩 篇 ・福音
書 ・アポス ト.ルな どの教会 文献 を 自己が 制定 した古代参会ス ラヴ 語 に 翻 訳
し,こ れに よってスラ ヴ人 の弟子 たちの育成 につ とめ た。862年 の ロステ ィ
スラ フの要請 を翌年た だちに うけて,ず ぐに古代教会 ス ラヴ語 とい う高度な
文章語を制定 ・使用す るこ とは無理 であ って,・多 くの研究者 は,862年 以前
か らこの文章語は すでに準 備 され ていた と考えている。 しか しなが ら,本 稿
で問題 とす る詩篇は,彼 らの活動 の初期 段階で翻訳が なきれ ていた とい うこ
とを銘記 され,以 下 を読まれたい。
4お おざっぱにい って,上 に記 した教 会文献の古代 教会ス ラヴ語訳 の原本
は,ギ リシア語 に よる ものであ った ろ うが,細 部においていか なる原本 に よ
ったか確定 しがた い場 合が多い。ひ とつは,上 記古代 教会ス ラヴ語訳 の原本
がひ とつ も伝存 されず,現 存す るものは10世 紀以降の写本で あ る こ'と,・他
は,当 時のギ リシア語 原本が著 し く多種多様 であったため であ る。 また コン
ス タンテ ィノス制定当初か ら約100年 後 の写本 には,'各 地 スラヴ語方言 に よ
る影 響 制定 ・翻訳時以降に よる改訂等が あった ことも容易に想像 され る。
5古 代教会ス ラヴ語文献にお いて,旧 約聖書 の場合,そ の翻訳 の原本 はい
わゆ る 「七 十入訳聖書 」(以 下LXXと 略称)で あった。た澄 し 個別 の箇所
においてLXXの 何本 に よってい るか,多 くの場合その確定には困難がつ き
まとう。当時 コソスタソテ ィヌポ リスの教会が用いていた ものであろ うこと
は,想 像 にかた くない のではあ るが。
ごく最 近,コ ソス タソテ ィヌポ リスで940-950年 に制作 された とされ る,・
いわゆ る 『レオの聖書』が国際協 同出版 され,わ が国 でもそ の ファクシ ミリ
版を見 ることが可能 とな った。 同書 は現在 ヴァテ ィカ ン教皇庁 図書 館の蔵に
かか り,有 名な ミニアテ ユール をi集成 した部分(Reg.gr.1B)と旧約 聖書
本文 部分(Reg.gr.1A)の2冊 仕 立てになっているらしい。 この本の文献
学的 な研究は緒につい たばか りとい うが,概 観 は ファクシ ミリ版 に付 された
解題 にゆず る。
要 は,Reg.gr.1A(以下Reg.と 略称)が,コ ソス タ ンテ ィノス ら の
227
(41)
モ ラヴィア布教 時(863年)か ら,約100年 後の制作にかか るテクス トだ とい
う点 に筆者 の興味があ る。LXXの 写本 テクス トは 断片が紀元前2世 紀か ら,
また写本が紀元4世 紀か らと,300に 近 い 多数 が存 す る。 しか し,こ れ らの
中にあ って も,制 作 され た場所 と,時 に おいて,Reg.の テクス トは 筆者 に
と り,き わ めて興味 をひ くテ クス トなのである。
6VC,VMの 本文中,詩 篇の引用お よび これ を踏 まえ た と思われ る語句 の
言い まわ しの箇所は20余 である。教父 に よる 聖 句引用 と同様lVC,VMに
おいて も,完 全な引用は数において少 な く,い わば 自由に引用 され ている場
合の方 が多い と言わねぽな らない。今回,両 者含め て15例 の詩篇 に関す る箇
所 を調査 したみた。
以下,Reg.と 同 じ場合,や や異 なる場合,異 な る 場合の,3・ うに区分 し
て,VC,`VMの 詩篇 の引用 を検討 してみたい。
なお,VCの テ クス トはモス クワ神学 アカデ.ミー旧蔵写本(15世 紀後半制
作。Mと 略称)の ファク シ ミリに.よ り,VMの テ クス トは ウスペ ソスキ イ本
(12世 紀 中葉制作。Uと 略称)の ファクシ ミリに よる こととす る』 両者 は次
の本に所収の もの である。
>KHTHHKHpH∬ 刀aN.ハ 圧eφo江H兄:CocTaBH3双aHH兄 ΦaKcHMH刀bHoe
BocnpoH3Be皿eHHepyKonHce薩:npocTpaHHoe》KHTHeKoHcTa宜THHa-
KHpH刀 涯aΦH.πocoΦa[__],npdcTpaHHoe激HT}ie酬eφo双Hπ「..].
飼ocKBa《KHHra》 一CoΦ 朋 《HayKaHH3KycTBo》,1986.
検討 に際 して,VCに つい ては1469年VladislavGrammaticus書写本(ザ
グレブ写本 とも。 以下Zと 略称)を,ま たVC,VM両 者.につ いては11世 紀
ロ し







Reg.の テ ク ス トは 次 の 書 の フ ァ ク シ ミ リに よ る 。
226
(42)
『レオの聖書一 ギ リシア語 旧約聖 書一 』.岩 波書店,1990.
7次 に テクス ト引用 の際の注意点をあ らか じめ述べてお く。
1.M,U,Z,Sは 慣 習 として,キ リル文字大文字を使用 して引用す る。
その際パ ンクチ ュエー シ ョンは簡易 なものに改め る。
2・M,U,Z,Sの いわゆ るtitloは 開かず にその ま ま 引用 す る。 また
M,U,Zは 原本 において続 け書 きだが,引 用 は分 かち書 きとす る。
3・Reg・ は原本においてminusculeを 用 いてお り,か つ続け書 き で あ
り,合 字や連字 の使用が 著 しい。 引用 に際 し,現 行 ギ リシア文 字小文字
を用 い(た だ し,原 本 で大文字使用 の場合 は別),分 か ち書 きとす る。
4.Reg.は 原本において,ア クセ ン トお よびス ピ リ トゥスが あった りな
か った りし,ま たいわゆ る並記 のイオータおよび下書 きのイオー タも,
特に後者は,表 記 されな い場合が多 い。 よ って,ア クセ ン トお よびス ピ
リ トゥスは引用文 で付加 しない。 これは現行諸版 で容易に知れ るであろ
う。 また並記 のイオー タお よび下書 きの イオータについて も原本に忠実
に引用す る。
5.Reg.原 本においてパ ンクチ ュエ ーシ ョンはほ とん ど施 され ていない。
よって必要 な場合 は[]を 用 いて付加 す る。 またno血inasacraは
その まま引用す る。
6.い ずれの場合で も,[]は 筆者 の補 いである。
各写 本での言語上の諸特徴について も述べなけれぽな らないが,大 枠 は次
の通 りである。Mお よびUは 東ス ラヴのslavon,Zは 南ス ラヴのslavonで
あ る こと。共 に使用文字 はキ リル文字。Sは 古代教 会ス ラヴ語 グラ ゴル文字
文献であ ること。Reg.は コイネーであ り,し か も10世 紀 のそれの影響 が 十
分に考 えられ るとい うこと。細部 は,適 宜 該当部で述べ る ことに したい。
8VC,VMで の引用がReg.に 一 致す る例 は次の通 りであ る。LXXで
のverseの 若い順に列挙 し,通 し番号 を付 す(以 下 同様)。Verseの 番号,
VC,VMで 現われ る章,写 本 名,葉 を示 してか らスラ ヴ語 引用文 を,つ い





も ろ の 天 は]主 の み こ と ぽ に よ っ て 確 固 た る も の と な り,天 の 万 華 は,
彼[主]の 口 の 息 吹 き に よ っ て[造 られ た]。]:(Reg.503r.)τωlore
κひ0`0リ リ0ひ ξσπ ρ∈ωθησαりsacτ ω πり`τ0り στ0ματ0σ αひτ0ひ
(sic)
πασα η δひりαμε`σ αひτωレ[・]
〔2)Ps.32.9(VMI:U102r.)LへKOTbPEqEHB'b1田A[,]Tb
nOBEJIもNCb3b双A田ACA・[主 が 仰 せ られ る と,そ の よ うに な り,
主 が 命 じ ら れ る と,で き あ が っ た 。]:(Reg.503s.)oτ`αひτoσ ∈`π印
καζ`γ`レ ηθησαレ[,]α りτoσ εり∈τα2α τoκ α`ξ κτα ケθησαり[。]
(3)Ps.49.14(VCXV:M38406.)nO》KPHBrOBH》KEPTB8
ユ 　
XBAJIも ・HB1)3A》K,口bBbl田HEIWOyMJITBblTBO恥,[讃美 の い
け に え を 神 に さ さ げ よ 。あ な た の 祈 り を い と 高 き 者 に さ さ げ よ 。]:(Reg.




よ,主 に 向 か っ て 声 を あ げ よ 。 うた え,喜 べ,[ほ め 歌 を]う た い 出 せ 。]:
(Reg.536r.)α λαえαξατ6τ ω κω[,]π ασα η γη[,]awareκα`
αγαえλ`ασθε κα`ψ αλατξ[.] ロくむ
(5)Ps.150.6(VCXVI:M38506.)BCA,ab1XAHIEπAXBAJIHTE
rA.[息 あ る 者 す べ て の も の が 主 を ほ め た た え る よ う に 。]:(Reg.558
V.)π ασα πレ0η α`匪 σατω τ0レ κり:一
上記5例 は,語 順 も含めて同一文 と認め られ る。
(3)(4)〔5}につ き,Zは 基 本的にはMと 同一文 とみな し て よ い。Sは(5}が 欠
文。他 は基 本的に同 じとみ とめてて よいが,{3)でM〈1WITBbl>と ある語を
〈OBちTbl>と,(4)1)1〈nOHTEHB1)3BECEJIHTECAレIB1)CnO・
HTE>と ある部分 を くBbCnOITEIPA八OylTEC琉InOITE>とす る
が1い ずれ もほぼ同義語 と考 えて よかろ う。
Reg.は{1)の くKu>はRahlfsで43〈 τo∂〉 を冠 するが,こ こでは存 し な
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い 。 ま た(1}の くδ脚 αμε`σ〉,(2)の く∈κτ``σθησαり〉 はitacismに よ っ て 誤
っ た 綴 りを 保 持 す る 。 ま た(4}の くτω 融 〉 はRahlfsで は くτφBed[神 に
向 か っ て]〉 と な っ て お り,M<rBH>とReg.〈 τω κω〉 の 一 致 は 両 者 の
近 親 性 を うか が わ せ る 。
9次 にやや異な ると判断され る例 を列挙す る。以下 では,差 を知 っても ら
うために,ギ リシア語文に も訳を付す。
(6)Ps.30.6(VMXVII:U109a.)B1)POyU'bTBOI4[,]rH[,]
八nlK)瓢OK)BbJIArAK)・[主よ,あ なたのみ 手にわた くしの魂をゆ
だねます。]:(Reg.502r.)``σX∈ ερασ σoひ παραθησoμα`τoπ μα
μoひ['][あ なたのみ手にわ た くしの魂 をゆだねます。]ビ
(7)Ps.95.1(VCXVI:M38506.)nOHTErayBCA3E瓢JIA,
　 じ
nOHTErBHnもHOBS,[全 地 よ,主 に 向 か っ て うた え 。 新 し い 歌 を
主 に 向 か っ て うた え 。]:(Reg.535r.)オ σα・τ`τ ω κωaquasacリoリ[,]
ασατ`τ ω 施[,]π ασα η γη[.][新 し い 歌 を 主 に 向 か っ て うた え 。
金 地 よ,主 に 向 か っ て う た え 。] 　
(8:Ps.116.1(VCXVI:M38506.)XBAJIHTErA[.]BCI41A3bl・
UH。nOXBAJII4TEErO[,]BCI4JIK:)皿IE,[もろ も ろ の 民 よ,主 を
た た え よ 。 も ろ 人 よ,彼[主]を た た え ま つ れ 。]:(Reg.545v.)バ`匪`τ6
τoり んレ[,]π αりτα τα`θ レη[,]κ α``π α`り`σατωσ αひτoッ[,]π αりτ`σ
(sic)
o`え αo`[,][も ろ も ろ の 民 よ,主 を た た え よ 。 そ して,も ろ 人 よ,[彼
ら を し て]彼 を た た え ま つ ら し め よ 。] こ
(9)Ps.118.46(VMIX:U106r.)MCTI4HOyrJIK)nPbπ'bUPH
NHECT'bl>KK)CA・[わ た し は 王 た ち の 前 に 真 実 を 語 っ て,恥 じ る こ
と が な い 。]:(Reg!547v.)κα`ξ λαえoリリCLτoζ σ μαρτひρ`o`σ ∈レαレ.
τ`0り βασ`2`ω り んαζ0厩 ησZOり0μ ηレ[.][わ た し は ま た 王 た ち の 前 に
あ か し を 語 ら て,恥 じ る こ と が な か っ た 。] 　
口①Ps.144.19(VCIII:M367)B'bCbTBOPI4BOOK)BOIA皿H
CAErO.[神 は お の れ を 恐 れ る 者 の 願 い を か な え ら れ た 。]:(Reg.557




者の願 いをかなえ るであろ う。]
以下各例 ごとに見 てゆ く1。
(6)は訳か らもただ ちに分か るよ うに,VM〈rH[,]A田K)MOK)Bb一
刀ArAK)〉 に対 し,Reg.た は 〈rH>に 対応す る語 はな く,し か もそれ 以降
の意味 は同 じだが,語 順が ことな る。すなわち動詞+目 的語 の 順で あ る:
〈παρα∂ησoμα`τo薇 μoの 。 ただ し,原 本に かな り忠実だ と考 え られ る
Sに お いては次の よ うに,Reg.〈 μoo>に 当た る語を 欠 く だ け で,語 順 は
Reg.に 同 じであ る。Mゐ 〈1「H>も ない。 しか も用いてい る動詞は,同 義語
ではあ るが,MとSと は ことなる。
"S:B1)P品1エ{}TBOInpも八A瓢1)刀)ζ1):一'
ギ リシア語 テ クス トはReg.とRahlfsで の異 同は認 め られ ない6
(7)は訳文か ら明 らか なよ うに,VCとReg.では第1文 と第2文 とが逆順ご
であ る。Zも 凍の よ うに,Mに 同'じと考えて よい。ただM〈nOHTErBH
[主 に 向か っ.てうた え]〉 が,Z〈nor↑EI「A[主を うたえ]〉 とな ってい る。
ただ し くnもTH>は 与格を とって 〈～のほめ歌 を うた う〉の意 があ り,こ の
場合生格 を とるこどもあ るか ら,そ う解すれば,MとZは 同一 の意 をあ らわ
す と考 えて よい。
Z:nOレITErABbCA3EIMJIIA,HOHTErBレIn'LCHbHOBOy.
これ らM,Zに 対 し,Sは 次の よ うにReg.に 第1,第2文 がひ とし く,し
か もM,Zと 用 いる動詞 も,ほ ぼ同義なが らも,こ ≧な る。
S:B7)CnOITErlOnもCHbHOBS÷ ・B")CnOITEr}OBbChへ
3EM}A一 ・
ギ リシア語 テクス トに おいては,下 書きの イオー タ の 有無 を除けば,Reg.
とRahlfsは 同一 である。
(8)はやや問題があ る。順序 としてReg.の テ クス トにつ いてまず 言及 する
必要 があ る。その第1は,〈cπ αζ匪σατωσ αひτoり〉 につい て だ が,Rahlfs
は 〈ξπα`り6σα錠 αδτ晦〉 とす る。 後者がVCの 形 と一 致 す る。 ただ し,
Rahlfsの 校訂註 によれ ば,他 本 との比較か ら 〈`πα`レεσατωσαり αoτ卯 〉と
読むべ きものであ る。 したが って,訳 も これに 従 って 付 しておいた。Reg.
におい て ぐαり〉が脱落 したのは続 け書 きで くαひτoり〉が書かれてい るため,
字形の相似 に よ り,haplographyを 起 こしたのであろ う。 いずれにせ よ,
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VCの2人 称 ・複数 ・命令形 とReg.の3人 称 ・複数 ・[ア オ リス ト]命 令形
の差は大 きい。第2の 相違点 はReg.が 中間 に接続詞 〈犀α`〉 を有す るこ と
であ る。VCのMに は これ が存 しない。た だ し,Rahlfsは この くpat>を
採用 してい ない。 ところが スラヴ側の写本での事情はやや錯綜 している。 以
下 に示す よ うに,Reg.の 第1の 問題点はす べて2人 称 ・複数 ・命 令形 で 一
致 しているのに対 し,第2の 問題 点の 姻α`〉 に 相 等 す る語 〈H>は,我 々





蓋:い うまでもなくSの く1>は 人称代名詞の男性 ・単数 ・対格形。
またLavrovは,他 写 本が く豆A[主 を]〉 としてい る箇所 を くBorA[神
を]〉 とす る。
(9)は語順 の違 い,語 彙 の違 い,テ ンスの違 いが存す る。ただ初 めに ことわ
ってお くが,ギ リシア語 テ クス トの訳 はReg.の 文字通 りの逐語 訳であ る。
現在一般に通行す る諸訳 は,ヘ ブ ライ語原典 に拠 ってい るか ら,〈 恥 じ る こ
とが なか った〉 は く恥 じる ことがない〉 となっている筈 であ る。 しか しこの
点は,す なわ ちヘブライ語 テ クス トまでは,こ こでは さかの ぼるこ とを しな
いo
語順 の違 い と語彙 の違 いは,ま ず スラ ヴ語に おいて語彙の選択 ・改変が行
なわれたの ち,語 順 の相違 に達 した と見るこ とができは しな いであろ うか 。
テンズの違いは,む しろス ラヴ語 において,テ クス トの正 しい解釈 がなされ
た上で の相違 と考 えられ る。 ただ し以下 のよ うに,Sは 構文 ・テ ンス ともき
わめてReg.に 近似 してい る。
S:1頁 πAAX1)OCbBもZH}HレIIX1)TBOIX1)HPも八bUP1:)I
HECT'bl八'bAX1)ClA:一[わた しは また王たちの前にあ なたのあ
か しを語 って,恥 じることが なか った 。]
ギ リシア語 テクス トにおい て,Reg.が たんに くμαρτひρ`oζσ〉とす る箇所 を
Rahlfsは くμαρτひρ～o`gσoの と くσoひ〉を付加 する。 これはUに はないが,
Sに は生 きてい る。
㈹ では,主 語の有無,語 順 の相違があ り,さ らにテ ンスの相違 があ る,主
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語はReg.で は 自明ゆえ不要なのであろ う。Mで は構文上 これ を明示す る必
要 があった。構 文の相違 はそれぞれの言語での,ま ず第1に 使われ てい る場
でのスタイル,次 に主語の明示に よるシンタクス上の整合性の要求 による も
のであろ う。テ ンスはReg.が くπoησ``・[=πo`ησ∈d>と 未来であ る の に
対 し,Mは アオ リス トであ る。 これは引用 の際,場 に応 じて変え られた ので
あろ う。ZはMと 同 じとい って よい。なおSはPs.144.19を 欠 く。
Z:BbCbTBOPレIBox)BOE田JHXCEErO.
なお ギ リシア語 テ クス トにおいて,Reg.とRahlfsに相違 はない。
10.異 なると判断 され る例 を次に列挙する。 ぬ
(11)Ps.60.5(VCXVIII:M38806.)nOKPblBAHAKPOBOKPHJI8
TBOEK).[あ な た の 翼 の 守 りに よ っ て 彼 ら を お お い 給 え 。]:(Reg.517
r.)σ κξπασθησoμα`ELσ κ∈πη τωり πτ∈ρひγωレ σoひ[.][[わ た し は]
お の れ の 身 を あ な た の 翼 の 陰 に か くそ う。]
(121Ps.66。4(VCXVI:M38506.)BCA3E瓢JIARAnOKJIωHHT
CAHAAnOETbTESL,AAnOK)Tb)KEH八 種EHレITBOEハ 圧8[,]
BblmHIH,[い と 高 き 者 よ,金 地 が[あ な た を]礼 拝 し,あ な た の た め
に う た う よ うに 。 ま た あ な た の み 名 の た め に う た う よ うに 。]:(Reg.
519r・)`ξoμoえoγ ησασθωσαり σo`え αo`[,]oθ σ[,]∈ ξoμoλoγ ησασ・
θωσαレ σo`Sao`π αレτ∈σ[.][神 よ,人 々 を し て あ な た を ほ め うた わ
し め,も ろ 人 を し て あ な た を ほ め う た わ し め よ 。]
(13)Ps.98.6(VMI:U1036.)瓢OHα4CbAPOH1)Mb・B'bHEPも 一
14×1)B》KHHXb・[モ ー セ は,ア ロ ン と と も に 神 の 祭 司 の 中 で,]:
(Reg.536r.)μ ωあ ησ κα`α αρωレE1τo`σ``ρ εひσ`り αoτoひ[,][そ
の 祭 司 の 中 に モ ー セ と ア ロ ン とが,] ス
{1の.Ps.121.1;Ps,15.9(VCXVIII:M388)OPEK田NMHO[;]
B1)HH八EB1),πBOPblrHA,Bb3BECEJIHMNCA刀 区bMOH ,
YCPUEOBPA八OBACA.[わ た し に 向 か っ て 『わ れ ら は 主 の お 住 居
に は い ろ う』 と 言 っ た 人 び と の ゆ え に,わ た し の 魂 は 喜 び,[わ た し の]
心 は 楽 し ん だ 。]:(Reg.550v.,Ps.121。1)Eひψραりθηり ∈πζ τo`σ``ρ η・
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coatiμ0`ε`σ0`κ0り切 π0ρω σ0μ`θα[.][[人 び と が]わ た し に 向
か っ てrわ れ ら は 主 の 家 に 行 こ う』 と 言 っ た こ と を,[わ 『た し は]喜 ん
だ 。]:(Reg.495r.,Ps.15.9)δ`ατoひτσ ηひ亨)ραレθηη καρδ`αhoc[,]
saeη γαλえζασατoη γλωσσα μoひ[,][そ れ ゆ え わ た し の 心 は 喜 び,





JI'bHIAH.[わ れ らの神はほむべ きか な。[神 は]わ れ らをxじ きとし
て,目 に見えぬわれ らの敵の歯 にわた され はしなか った。そ うはなさ ら
ず,彼 らのわなは こわ され,わ れ らを彼 らの破壊か らお救 い く だ さ れ
た。]:(Reg.551r)ω λoγητoσKO[:]oσoひ ん`δ ωκω ημασ``σ
θηραレτ0`σ0δ00σ ζッαりτωレ[.]η ψひZηημωレωσστρ0ひθ`0り ∈ρどσθη
`κ τησπαμδoσ τωり θηρωoレ τωレ[']η παγ`σ σひレετρζβη[,]sac
ημασ ∈ρ0σθημ6り[.][主 はほむべ きか な。[主 は]わ れ らをxじ きとし
て,彼 らの歯 にわ たされ は しなか った。われ らの魂 は,野 鳥を捕 え る者
た ちのわ なか らすず めの よ うに救われた。わなは こわ され,わ れ らは救
われた 。]
便宜上,説 明の順序 をかえて,ギ リシア語テ クス トの異同か ら述べ る。
U1)では,下 書 きの イオ ータを除 き,Reg.'とRahlfsに 基 本的な 異 同は な
い。 そ してSで は次の よ うにギ リシア語テ クス トを直訳 してい る。
S:nOKPT)H品C琉KPOBOMbKPIJIOyTBOEK):一[[わた しは]
おのれ の身をあなたの翼 の陰にか くそ う。]
た だ し くτωりπτερひγωッσoの は,Sで は生格 と等価 の与格 で訳 され てい る
が,こ の部分 に限定 すれぽ,MもZも 与格で訳 され ている。VCはPs.60.5
をふまえた文章 であ り,い うまで もな くPs.60.5の1人 称 ・未来形は 〈～ さ
ぜ て ください〉 と願 望の意に転 じてい ると解釈 され てい るか ら,VCも む し
ろ この願望 の意 を積極 的に表 現 した と見 ることがで きる。なお,Z.は 次の通
りくnOKPbMHXb>と,ま ず動詞 は完 了体を用い,目 的語は 〈HXb>を と
っている点 がMと ことな る。 ただ し,全 体の意味の上か ら,MとZに は さほ
どの相違 はない と言 って よい。 しか し,お そ ら くZの よ うに,動 詞に関 して
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は完 了体 ・命令形が オ リジナルな訳に近いのではなかろ うか。VCの 再建 テ
クス トにおいて,Pastrnek,Lehr-Splawihsk孟ともに完了体 の 形を 採用 し
てい る。
Z:nOKPI)MI4XbKPOBO瓢bKPHJIOyTBOEK:),
(12)において も,ギ リシア語 テ クス トの上 ではReg.とRahlfsに 異同はな
い。Sは 次 のよ うに,な かぽ機械 的にギ リシア語テ ク,ス トを訳 してお り,語
順 も同 じである。 ただ し,ギ リシア語動詞 の意味 を正確 に移 していない。
S:ICnOBb刀1琉T1)C硫TEBもJIK)双bEB>KE:・レICnOBち 八LへT1)
CLへTEBもJIK)AbEBbCH:・一
[神 よ,人 びとがあ なた をほめ うた い,、もろ人 があなたをほめ うた うで
あろ う。]
ギ リシア語 テクス トの動詞は アオ リス ト・中動相 ・命令法 ・3人 称 ・複数ゆ
え,・これ に相応す る形態が古代教会 スラ ヴ語に欠如 しているため に,や む な
くな された訳 と考え うる。そ しておそ らく,こ れが初期 の定訳 だ った と考 え
られ る。〈AA>を 用いた 構文 は希望 の 意味 が 強い とされ る ところが ら,確
言性 の度 合が高い完了体現在(未 来)を 選択 したの であろ う。だが,VCは
ギ リシア語テ クス トの動詞の形態を 〈AA>を 用いたperiphrasticな 構文 に
変 え,し たが って命令ではな く,願 望 として用いてい る。それは しぼ らくお
くとして も,VCはReg.に 比 し,は なはだ剰 余の文を含む。 しか し,VC
に近似 の文章 が マソラ ・テ クス トPs.66.4に 見え るか ら,お そ ら くこ れ に
依 っているのではなかろ うか。別言すれば,概 して全体は マ ソラ ・テクス ト
に,細 部 の動 詞の読みはLXXに 依 ったのではないか と,皮 相的 には見て と
れ る。オ リジナル ・テクス トの問題,LXXと のか らみ,ビ ュザ ンテ ィオ ン
教会 での聖 典研究の蓄積 と古代教会ス ラヴ語へのその反映,古 代教会 スラ ヴ
語 内部での翻 訳の進化,さ らにVC作 成 時での場 に よる 語句の 付加な ど,
問題 は重 層性を帯びてお り,軽 々な発言は許 されぬであろ う。ただ次の よ う
に,VC内 では,ZはMと ほぼ同 じと見て よい。Mに 比 し第2の 〈AA>の
欠如,逆 にM<nOKJIωHHTCA>の 間に 〈TH>が 入る こと,つ ぎには最
後 の文 の前 に接続詞 の 〈H>が 存在す るとい う異な りがあ るものの,VCの





よ,金 地が あなたを礼拝 し,あ なたのために うた うよ うに。そ して
また あなたのみ名のために うた うよ うに。]
個 のギ リシア語 テ クス トでは,〈 モーセ〉 の綴 りが ことなるのみ で あ る。
す なわちReg.<μ 罐σησ>Y:対 しRahlfs〈Mω ひ切9>と,前 者 はitacism
を生 じている。「Sは ギ リシア語テ クス トと同 じである。 〈厘ocn>の 形 にも
注意 され たい。
S:MOCK]APOH1)B1)IEPもIX7)ErO一・・
これ に対 しMは,Reg.〈 μωどσησ κα`α αρωレ〉 と い う 等位 接続 の 句 を,
<踊OHCHCbAPOHb瓢b>と 前置詞 を用 いた句に改め,.主 語 を2人 か ら
1人 に して しまっている。 この言い まわ しには,ス ラヴ語 臭が感 じられ る。
またReg.〈 αひτoの を くB>KHMX1)〉 と具体 化 しているが,こ ち らは 明確
さをね らった ものであろ う。なおM<厘OHCH>の 綴 りはReg.〈 μωζσησ〉
の綴 りを容易 に想起 させ る。いずれにせ よ,・LXXPs.98.6を た くみにVM
が と り込 んだ例 といえ よ うか。
α①は上 で示 した ごと く,Ps.121..1とPs.15.9を 合 わせた ものであ ろ う。
ギ リシア語 テ クス トの上では,両 者 と も異 同がない。ただPs.15.9〈 γλωσσα〉
は くδoξα〉の ヴァ リア ソ トがRahlfsに は 出ている。Sは 次 の ように,Reg.
の示 すテ クス トの忠実 な訳 といえ る。
S(Ps,121.1):Bb3BECEJIHXbCIAOPEK'bmHIX1)M`H'z:)Bb
且OM1)rHbIハb1W1)=一[わた しに向か って 『われ らは主の家に行 こ
う』 と言 った人 び とのゆえに,[わ た しは]喜 んだ。]
S(Ps.15.9):CErOPA双IBb3BECEπIT1)C琉CP1)双bUEハへO :・
14B'b3双PA八OBAC硫}A3bHKI)瓢OI:・[それ ゆえわ た しの心は 喜
び,わ た しの舌は歓喜 した。]
註:い ましぼらくCeBepb朋oBに 従い,〈B'b3BECE川T'1)C硫 〉はアオ リス
ト・3人 称形と解してお く。
これ らSの2つ の文(従 って,Ps.121.1とPs.15.9)をプ レンジ した もの
がVCの 文 といえ るわけだが,問 題はPs.15.9の くγ2ωσσα〉である。VC
では この語が 〈CPUE[心]〉 と置 き換え られてい るわけだが,旧 約では く舌〉
と く心〉 とは密接 な関係 にある もの として とらえ られ てい る点 か ら,こ の こ
とは説 明できる。す なわ ち,〈 心〉.の動 きが く舌〉すなわち 〈こ と ぽ〉 とし




μα・α～α'τ⑳ ・9凌 卿 γμ6・・Sδ えdρ・搾 ・女δ廟 ぞ・αξ9γ26σσα・9αδ・仰
ぎδo々o∂σαり.[な ぜ な ら彼 らの 口には真実がな く,彼 らの心は空虚 で あ
り,彼 らのの どは開いた墓,・彼 らの舌 で[彼.ら はいう.も]偽 りをい った
か らです 。]■',㍉r.・ 一 ・
.よって,〈 舌〉が容易 に く心〉に 置 きか え うるこどが了解 で き よ う。VCの
文 では この ような心理が働 いたのであろ うと考え「る。
Zは 次に示す通 り,文 金:体としては,』Mに 変わ らないが,・語順 と語彙,.さ
ら1こencliticな 人称代 名詞与格形 くMN>の 不在等,若 干の異同があ る。.と
くに 〈B')双01WbrHbBbHH皿EMb[われ らは 主の家には.いろ う.]〉・..は,
SやRβg.の 構 文 と同 じと言 っ.てよい。.・、
Z.:0叩K田MXb瓢H'bBb,員OMb .・rHbB1～HH,艮EMβ,B1)3BE・ヘ ユ
CEJIレICE刀IXb瓢0レ1,レICPUEB7)3PA八OBACE・
Mの くBb3BECEJMMHCA>の く瓢H>は,こ れ がな くとも十分意味 が
とれ るか ら,あ るいは過剰 な付加 と考 え られ るが,verbaaffectusに 伴 う
与格 であろ うが,し いて訳 さなか・つた。 なお,Pastmek,LehrSplawi丘ski
の再構 テ クス トで も くMH>は 採用 していな.いが,L3vlpvは,.れ を 採用 し
て いる。
この ように して見て くると,VCXVIIIの 引用文 もまた重層性を有 し てり
い ると考え ざるをえない。M<B7)HHAEB1)πBOPHrHA>とZ〈Bb
八OMbrHbB'bHH八EIWb>の違いをのぞけぽ,他 は 同 じ原.テクス トに さ
か のぼれ る と考 え うるが,上 記 の遅 いは別 の原 テ クス トに依 る と考 え るのが
妥 当であろ う。 あえ ていえぽ,Zが 古 い翻訳 に よ り忠実 であ り,こ れ を反映
してい ると言え ば しまいか。
u5の ギ リンア語 テ クスFに おいて嫉,、itacis川 と 〈一ρρ。〉が く・ρ・〉 に略化
され る ことを除けば,Reg.とRahlfsは,同 一文 と認め られ るρ
例=`ρ`σ θη[;=δρρ6σθη];∈ρひσグημεレ[=ξ ρρ6σθημξセ].
これ らはすぺ て当時の発音 の反映 とみ られ る。






H3BAβJIEHI4B'blXO瓢1):)一[主はほむべ きか な。[主 は]わ れ
.らをえ じきとして,彼 らの歯にわた されは しなか った。われ らの魂
は,・∵野 鳥を捕 え る者 たちのわなか ら,'小 鳥の よ うに救われた。わ な
は こわ され,わ れ らは救 われた。]
これ に対 し,初 めの部分 でReg.に くκσ[主 は]〉 と あ る と こ ろを,Mは
くBrbHA田b[わ れ らの神は]〉 と変えている。また中 ごろの くcocaoδoひ σ`り
αoτ卿 〉.以下か ら最後 まで,ギ リシア語 テク入 トに比 し,Mは よ り具体化 と抽
象化を行 なって敷桁 している。す なわち 〈αひτωレ[彼 らの]〉 を 〈HEBHπH・
　 　
瓢blBPAr1)HAHル1[目に見 えぬ われ らの敵 の]〉とし,〈ημασ.`ρひσθημ`レ〉
　 　
[わ れ らは救われた]〉 を 〈H3BABHH'blωHCTJIもHIAレ1[[神が]わ れ
ち を彼 らの破壊か らお救 いくだされ た。]〉・としているの であ る。 これ もVC
で用い られた場での,適 宜な要求 に従 った引用 の仕方なの であろ う。 なお,






むべ きかな。[神 は]わ れ らをえ じき として,目 に見えぬわれ ら の
敵 の歯 にわたされ なか った。そ して[神 は]彼 らのわなを こわ し,
われ らを彼 らの破 壊か らお救い くだされた。]
い うまで もな く,Zで は くBb[神 は]〉 に くHA田b[わ れ ら]〉 が付 加 さ れ
ていない こ と,つ いでM〈HOC'bTb… 〉以下 の文は,ま ず くHO>は くN>
と順接に し,以 下すべ て主語 を 〈神〉 とする点が ことなる。少 な くとも後者
の点は,Mよ りZの 方が文章 として通 りが よい(た だ し接続詞 は くHO>と
くN>の どちらが よいかは今のぞ く)。 ただ し,〈 ηMarcoσ ひ匠 τρ`βη〉では,
Mの 方が,ギ リシア語構文を よ り強 く意識 してい ると思われ る。
11以 上 やや細か く検 討 して きたが,第8節 で述べた5例(例 文(1)一(5))に
つ いては・Reg.)r1`一 致 する とは認めて よい。 しか し,第9・10節 の例文(6)一
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㈲にらいては,関 係があ.るだ ろ うことは言気 るが,・'ただちに断定 はで きない
とすべ きであ る。
また(1)一(15)全体 を通 じて,.Sは.Reg.に 対 し近親性があ ることを うかがわ
しめ る。言 いか えれば,詩 篇翻 訳の初期 の翻訳を伝えてい るのではないか。
VM内 では,ほ ぼ同時代.め写本であ るのに,Zの 方がMよ.り も'Reg.に 近
い。換言すれば,概 して同一 の文 であ って もZの 方がMよhも.,Sに 近 い文
を含 むよ うに観ぜ られ る。 これ は書かれた地域あ9るいは細部での伝承の違 い
なのであろ う。翻 っていえば,Sに 代表 され るであ:ろ う,初 期 の詩篇 の ギ リ
セア語か.らの忠実 な訳か ら;・しだいに 不ラヴ語の 自然 な構文にそ って 訳 の改
訂が お こなわれた であろ うことを うかがわせ る。
また コンス タンテ ィノス=キ ュ リロスがヘ ブライ語聖典 にも通 じていた事
実 もあるか ら,単 純 に引用 文の出典を特定のLXXの みに求め ることは,し
ょせ ん無理 な事柄 なのか も知れ ない。 しか しなが ら,VCに つ いては,Sよ
りもMの 方が,上 記 の改訂 等が よ り反映 されてい るよ うに も考え られ るので
ある。
例 が僅少 にす ぎるので,結 論は さ しひか える。ただVC,VMの 詩篇 の引
用 において,Reg.と 同一 の文が,少 数 なが らも 認め られた とだけ,今 回は
報告 してお きたい。
・ 註
い わ ゆ るrレ オ の聖 書 』 はRahlfsのapparatuscriticusにお い て55の 番 号 を 与
え られ,異 文 が 示 され て い る。 た だ し写 真 に 依 った よ うで,や や 不 完 全 な 校訂 註 とみ
うけ られ る。
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